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環境省が実施する「トキと共生する里地づくり取組地域」の 

公募内容について 

 

１ 環境省の公募概要 

環境省では、トキの安定的な存続を図るために、昨年「トキ保護増殖事業計画」を変更

し、将来的な本州等におけるトキの定着を目指した取組を事業計画に位置づけるとともに、

下位計画である「トキ野生復帰ロードマップ 2025」においても、本州等において複数の地

域個体群を形成することを最終目標としたところです。 

これらを受け現在、本州等においてトキの定着に向けて生息環境整備等の取組を行う

「トキと共生する里地づくり取組地域」を公募しています。 

 

(1)公募名 ： 「トキと共生する里地づくり取組地域」の公募 

(2)応募する内容 ： トキの野生復帰を目指す里地（将来的な放鳥を目指す地域） 

(3)公募の主な要件   

① 取組主体 ： 地方公共団体（単独または共同） 

② 選定数 ： 全国３地域（今回限りの公募） 

③ 面積 ： 概ね 15,000ha以上（水田、水辺、林地などの里地面積） 

④ その他   

・過去にトキの生息実績があること 

・トキが生息できる環境整備を行う体制が整備できる見込みであること 

 

２ 応募・放鳥までのスケジュール  

 2022(R4) 2023(R5) ～ 2025(R7) 2026(R8）～ 2030～2035 

県 

・

市

町

村 

・「トキの野生復帰（放 

 鳥）を目指す里地」に 

 応募（６月末） 

・「協議会」※の設置 

 

生息環境整備等の取組を実施 

 

・体制整備 

・環境整備 

  

環

境

省 

    

 

【中期的目標】 

 トキが定着し、繁

殖できるようになる  本州放鳥の要件等を

決定 

 放鳥の実施

の適否、時期

等の判断 

R8 以降、 

本州での放鳥開始 

 応募地域から里地 

 を選定（８月頃） 

 里地の生息環境・社 

 会環境整備状況確認 


